


個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

  市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

（２）

（３）固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産

②無形固定資産

③長期前払費用

（４）引当金の計上基準

①賞与引当金

②役員賞与引当金

③株式給付引当金

④退職給付引当金

　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込み額に基づき計上しておりま
す。

　役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込み額に基づき計上しております。

  従業員への当社グループ株式の給付に備えるため、当事業年度における発生見込額に基づき
計上しております。

　従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末要支給額を計上しております。

記載金額は千円未満の端数を切り捨てて表示しております。

棚卸資産の評価基準及び評価方法は、総平均法による原価法（収益性低下に基づく簿価切り下
げの方法）を採用しております。

定率法を採用しております。
但し、建物については定額法を使用しております。
なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。
建物及び構築物・・・・・２年～６０年
器具備品・・・・・・・・２年～１５年

定額法を採用しております。
なお、主な耐用年数は、以下のとおりであります。
自社利用のソフトウェア・・・５年

定額法を採用しております。



（５）収益及び費用の計上基準

（１）当事業年度末における発行済株式の種類及び株式数

　　普通株式 9,600株

３. 収益認識に関する注記

（１）収益を理解するための基礎となる情報

４. 当期純利益金額　123,224千円

※記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。

「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「（５）収益及び費用の計上基準」に記載のと
おりであります。

２．株主資本等変動計算書の注記

①ゆうえんち事業の運営における収益は、主に顧客がアミューズメント施設を利用するための
利用料金であり、顧客が利用した時点で履行義務を充足したと判断し、一時点で収益を認識し
ております。

②劇場事業の運営における収益は、顧客が劇場を使用したことによる利用料金であり、顧客が
劇場を使用した時点で履行義務を充足したと判断し、一時点で収益を認識しています。




